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第１章 文化振興ビジョンの策定に当たって 

１ はじめに 

 

茨木市は、太古の昔（弥生時代）から大規模な集落が存在し、中世において

は京都と大阪の中間に位置することから、政治・経済・文化の交流地点として、

人々が盛んに行き交うまちでした。また、江戸時代には郡山宿本陣が置かれ、

街道筋の拠点としても発達しました。さらには、ノーベル文学賞を受賞した文

豪川端康成をはじめとした優れた功績を残す文化人とゆかりの深いまちでもあ

ります。 

こうした古くからの歴史を持つ茨木市では、歴史遺産や文化的伝統が今もま

ちに息づいています。 

また、茨木市は市民による文化芸術活動が大変盛んなまちでもあります。文

化芸術活動に取り組む文化芸術団体も数多く存在し、市民が開催するコンサー

ト、展覧会、さまざまな発表会などを通じて、市内外の多くの方が文化芸術に

ふれる機会が創出されています。 

文化芸術の振興は、まちを活性化させ、コミュニティを育み、市民生活に豊

かさをもたらすものです。茨木市では、今まで培った素晴らしい文化資源を次

世代に残し、今後も文化を創造し続けることのできる環境を整え、文化による

まちづくりを積極的に進め、茨木市をより魅力的なまちにしていくことが必要

です。 

これらのことを踏まえ、茨木市の文化振興に当たっての基本的な考え方や方

向性を示す指針を明確にすることが求められています。 

 

２ 文化振興ビジョンの位置付け 

（1）文化振興施策の中長期的な指針 
 

本ビジョンは、現状を整理した上で、文化のまちづくりの理念と目指すべき

方向性や体制を定め、今後 10 年間の茨木市の文化芸術振興の指針となるもの

です。 
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（2）基礎調査結果に基づく取組の方向性などの検討 
 

本ビジョンは、平成 25 年度（2013 年度）に基礎データの収集・分析や、市

民・学校アンケート調査、市内文化芸術団体インタビュー調査を行い、市の文

化振興に関する現状を把握した上で策定したものです。 

 

（3）第５次茨木市総合計画等との関係 
 

本市は、将来における本市のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な

指針として、計画期間を平成 27 年（2015 年）から 10 年間とする「第５次茨

木市総合計画」を策定しています。 

「第５次茨木市総合計画」は、まちづくりの視点、スローガンを踏まえ、６つ

のまちの将来像とそれを支えるまちづくりを進めるための基盤の方針を掲げて

います。 

この中で、文化振興分野のまちの将来像は、『みんなの“楽しい”が見つかる文

化のまち』が掲げられています。これは、誰もが気軽に文化芸術活動に取り組

む事ができる機会を拡充するとともに、郷土の歴史の理解を通して、市民のふ

るさと意識が育まれるよう、文化遺産の保護を図る中で、あらゆる市民が“楽し

い”と感じるものや空間、時間が見つかり心豊かな生活を送れる文化のまちを目

指すものです。 

本ビジョンは、特に市民の文化芸術の側面から、将来像の実現を図るために

推進されていくものとなり、他の関連計画等にも反映し、一体的な茨木市の文

化施策の方向性を示すものとして策定したものです。 

 

（4）文化芸術振興基本法・大阪府文化振興条例等を踏まえた策定 
 

平成 13 年（2001 年）に制定された文化芸術振興基本法では、文化芸術の役

割を、「人々の創造性をはぐくみ、その表現力を高めるとともに、人々の心のつ

ながりや相互に理解し尊重し合う土壌を提供し、多様性を受入れることができ

る心豊かな社会を形成するものであり、世界の平和に寄与するもの」としてい

ます。同法第４条において、地方自治体は、「基本理念にのっとり、文化芸術の

振興に関し、国との連携を図りつつ、自主的かつ主体的に、その地域の特性に

応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。」ことが明記されています。

また、同法第 35 条においても、「国の施策を勘案し、その地域の特性に応じた

文化芸術の振興のために必要な施策の推進を図るよう努めるものとする。」とさ

れています。 
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こうした国の法律の制定を受け、大阪府においても平成 17 年（2005 年）よ

り大阪府文化振興条例が施行され、府、府民及び事業者が協働して、文化の振

興に力強く取り組むこととされています。また、平成 18 年（2006 年）にこう

した条例の理念に基づく「おおさか文化プラン（大阪府文化振興計画）」が策定

され、二度の改訂を経て、平成 25 年度（2013 年度）からを計画年度とする最

新の「第 3 次大阪府文化振興計画」が推進されています。 

本ビジョンは、こうした国の文化芸術振興基本法や、大阪府での取組を踏ま

えて策定したものです。 

 

【茨木市文化振興ビジョンの位置付け】 

 
 

  

茨木市文化振興ビジョン

第５次茨木市総合計画 まちの将来像

①ともに支え合い、健やかに暮らせるまち

②次代の社会を担う子どもたちを育むまち

③みんなの”楽しい”が見つかる文化のまち

④備えと支えあいで誰もが安心して暮らせるまち

⑤都市活力がみなぎる便利で快適なまち

⑥心がけから行動へみんなで創る環境にやさしいまち

⑦まちづくりを進めるための基盤

関連計画等

文化芸術振興基本法

大阪府文化芸術振条例

第３次大阪府文化振興計画
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３ 文化振興ビジョンの対象とする「文化芸術」の分野 

 

本ビジョンの対象とする「文化芸術」の分野としては、文化芸術振興基本法

第８条～第１４条において振興対象とされている次に示すものとします。 
 

【茨木市文化振興ビジョンの対象とする「文化芸術」の分野】 
 

分野 該当する文化芸術などの種類 

芸術 文学、音楽、美術、写真、演劇、舞踊その他の芸術 

メディア芸術 
映画、漫画、アニメーション及びコンピュータその他の電子機器

等を利用した芸術 

伝統芸能 雅楽、能楽、文楽、歌舞伎その他の我が国古来の伝統的な芸能 

芸能 講談、落語、浪曲、漫談、漫才、歌唱その他の芸能 

生活文化・国民娯楽・

出版物等 

生活文化（茶道、華道、書道その他の生活に係る文化）、国民娯

楽（囲碁、将棋その他の国民的娯楽）、出版物及びレコード等 

文化財等 有形及び無形の文化財並びにその保存技術 

地域における 

文化芸術 
地域固有の伝統芸能及び民俗芸能 
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第２章 茨木市の文化的特性 
 

茨木市の文化振興を考えていく上では、茨木市の文化的な特性を活かし、茨木ら

しい文化とは何かということを考えながら、取組を進めていくことが必要です。 

そのため、第２章では、茨木市の文化的な特性について整理をしています。 

 

１ 市民の活発な文化芸術活動 

（1）多様な文化芸術活動 
 

茨木市内には数多くの市民による文化芸術団体が活動しています。 

これらの団体では、それぞれ合唱や吹奏楽、和太鼓、絵画、写真など、様々

な種類の文化芸術活動に取り組んでおり、演奏会や展覧会などの場を通じて、

多くの市民が多彩な文化芸術を楽しんでいます。 

また、市内各地では、日頃の文化

芸術活動の成果発表の場として、公

民館での「文化展」やコミュニティ

センターでの「コミセン祭り」が活

発に開催されています。 

この他、茨木市では、関西屈指の

実力を持つ演奏団体による演奏会な

どが開催されており、こうしたイベ

ントには市外の方も多く参加されて

います。              （市立ギャラリーにおける展覧会）   

 

（2）市民と市の協働による事業の実施 
 

茨木市では、市が主催する演奏会や展覧会等の事業において、市民文化芸術

団体や個人に、その演奏や作品を発表する場の提供を行うなど、市民による文

化芸術活動を支える環境が整っています。 

また、団体自らが事業を主体的に企画・実施されている場合も多く、市は共

催・後援によって、事業の実施を支援しているほか、実行委員会形式で、市と

団体が協働して開催している事業もあります。 

このように、市民と市が協働することによってさまざまな事業を実施してい

ます。 
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２ 豊富な文化資源 

（1）歴史資源 
 

茨木市には、隠れキリシタンの里として知

られる千提寺・下音羽地区から発見された教

科書に掲載されるなど有名な「聖フランシス

コ・ザビエル像」や国内に２点のみ現存する

「マリア十五玄義図」など、数多くのキリシ

タン遺物が残されています。 

一方、東奈良遺跡からは国内唯一の完全      

な形をした弥生時代の石製銅鐸鋳型が発見

され、東奈良で作

られた銅鐸は、香

川県善通寺市や

兵庫県豊岡市気比、

豊中市原田神社境

内で見つかるなど、本市が古くから発展し、先進的

で文化豊かな地域であったことを示しています。 

さらに、市内を流れる安威川や佐保川、茨木川な

どの川沿いに 200 基をこえる古墳が築かれました。

特に、５世紀に築造された全長 226 メートルを誇る

太田茶臼山古墳（継体天皇陵）は、三島地域で最大

の前方後円墳として知られます。 

市街地中心部には、かつて茨木氏、中川氏、片桐氏

が城主をつとめた茨木城があり、家康の一国一城令で廃城になるまでは摂津の

重要な城として存在していました。中川氏とのゆかりから、大分県竹田市と歴

史文化姉妹都市提携をしています。 

江戸時代、西国街道の宿場町として栄えた郡山宿には、大名の参勤交代の宿、

休憩所として今に伝わる郡山宿本陣（椿の本陣）など、多くの歴史資源が残さ

れています。 

 

 

 

 

 

聖フランシスコ・ザビエル像 

【国・重文/神戸市立博物館 蔵】 

第１号流水文銅鐸鋳型 

【国・重文/茨木市立文化財資料館 保管】 

太田茶臼山古墳（継体天皇陵） 

【宮内庁 所管】 
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茨木青年会議所発行の「いばらき童子」 

より抜粋 

 

（2）「いばらき童子」をはじめとした伝統資源 
 

茨木市には、市域北部の見山地域と清溪地域に伝わる踊り歌で江戸時代に人

形芝居や歌舞伎と結びつき、浄瑠璃の内容を音頭として歌われたとされる浄瑠

璃音頭などの民俗芸能や享禄元年（1528 年）にはじまり、現在まで大字大岩

の地域で継承され、一時途絶えた時期もあったが復活を願う地域の方の尽力に

より昭和 60 年（1985 年）に活動を再開した大岩太鼓など豊かな伝統資源が残

されているほか、「いばらき童子」の伝説が古くから伝わり、現代においても、

狂言、歌舞伎等の作品のモチーフとして活用されるなど、市民にもよく知られ

ています。 

また、「いばらき童子」の伝説１にもとづいたイメージキャラクターである「い

ばらき童子」は、夏の恒例行事として開催されている「茨木フェスティバル」

のイメージキャラクターとして長年、市民に親しまれ、平成 25 年（2013 年）

には市の観光特任大使にも就任しています。 

 

 

１ 「いばらき童子」（絵：元井 進） 

          （文：宇津木 秀甫） 

 むかし むかしの ことやねん（中略） 

 むらびとがきたさかい「らしょうもんのおにといわれてる 

けど ここのこどもだす おやじをあんばいおたのみします」 

というた。むらびとは「しんぱいいらん ときどきもどっと 

いで」とやさしかった。「いばらきはええとこだすな」そおい 

うて いばらきどうじは ときどきいばらきへもどってくる 

ようになったそうな。 

（おわり） 

 

 

（3）川端康成とのゆかり 

川端康成は、昭和 43 年（1968 年）に日本人として初めてのノーベル文学賞

を受賞した作家です。大阪市北区の大阪天満宮付近で生まれ、その後、早くに

両親が亡くなったため、茨木市宿久庄の先祖代々の地に暮らす祖父母のもとに

引き取られ、３歳から 18 歳までを茨木市で暮らしました。人生で最も多感な

時期を茨木市で過ごし、作家への志を抱いた川端康成は、ただひとりの肉親で

あった祖父の介護の日々を描写した「十六歳の日記」やその祖父の骨あげをと

おして生と死への思いも書かれた「骨拾い」などの作品でふるさとである茨木
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に言及しています。また、川端康成の作品「わたしのふるさと」のなかで、郷

里、出身地について聞かれた際に、東海道線、京都・大阪の中間の茨木駅から、

北へ一里半ばかりはいった、小さい農村、と。大阪平野のほぼ北の果てで、こ

こから奥は丹波の山地になる山のふもとの小さい村、と。答えると記していま

す。 

市内各地には、今もなお、川端康成が通った旧制中学校（現府立茨木高校）

や書店、川端作品に登場する建物など、川端康成ゆかりの場所が残されていま

す。また、市中心部にある高橋交

差点以北の道路は、川端康成の名

声を永久に残すとともに、川端康

成文学館への案内にもなること

から、「川端通り」と呼称してい

ます。 

なお、茨木市は、川端康成の功

績を讃えて昭和４４年（1969 年）

に名誉市民の称号を贈り、その栄

誉を顕彰しています。         （市立川端康成文学館） 

 

（4）大学等知的資源 
 

茨木市では、追手門学院大学、梅花女子大学・短期大学部、大阪大学、立命

館大学、大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学、龍谷大学と包括的な「連携協定」

を締結し、市民向けの公開講座の開催など、協力して地域社会の発展や人材育

成に取り組んでいます。 

平成２７年（2015 年）４月開設の立命館大学大阪いばらきキャンパスにお

いては、市と大学が連携し、市民が利用可能な図書館やホール等の施設（立命

館いばらきフューチャープラザ）を整備しています。 
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（5）新しい文化芸術の創出 
 

茨木市では、より多くの人が文化芸術に親しむことができるよう、公共施設

や公園などに彫刻やモニュメントを設置してきました。 

近年には更なる憩いの場をつくることを目的に、

平成 20 年度(2008 年度)の市制施行 60 周年記念事

業として、京阪神を中心とした全国の作家を対象と

したコンテストを開催したことを皮切りに、平成 21

年度（2009 年度）、平成 24 年度（2012 年度）、平

成 25 年度（2013 年度）には、茨木市にゆかりのあ

る作家や国際的に活躍されている現代美術作家の彫

刻を設置し、大きな話題を呼ぶなど、新たなランド

マークとなっています。なお、これらの設置された

彫刻やモニュメントは、市民と茨木市が一緒になっ

て保全・整備に取り組んでいます。 

また、芸術家に発表の場を提供し、次代を担う芸

術家の育成につなげるため、全国公募のコンテスト

形式の中で選ばれた芸術作品を公共施設に一定期間

設置したり、市立ギャラリーなどの文化施設で公開す

る事業の開催や、姉妹都市交流の活性化のために双方

をつなぐ新聞発行を支援したりと、若手芸術家の育成

事業に力を注ぐ中で、まちなかで市民が文化芸術にふれる機会を作るとともに、

新しい文化芸術が創出される環境が整っています。   

名和 晃平・作 Trans-Ren 

林 宰久・作 変様―空へ 

 
ヤノベケンジ・作 サン・チャイルド 

 

木村 光佑・作 虹の塔 
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３ 地理的条件 

 

茨木市は、淀川の北、大阪府の北部に位置し、市域の北半分は、丹波高原の

老の坂山地の麓で豊かな緑に包まれ、南半分は、大阪平野の一部を形成する三

島平野が広がり市街地を形成しています。また、身近に利用できる公園の面積

が多く、市の中心を南北に走る元茨木川緑地は象徴的な存在で、広く市民に愛

され利用されています。 

古くは、西国街道や亀岡街道、現在においても名神高速道路、近畿自動車道、

大阪中央環状線、国道 171 号など多くの国土幹線や広域幹線道路が走るほか、

北部地域では、新名神高速道路のインターチェンジ・パーキングエリアの建設

が進んでいます。鉄道は、ＪＲ東海道本線と阪急京都線が併走し、市内を走る

モノレールには、本線と彩都線が設けられており、平成 30 年（2018 年）春に

は、（仮称）ＪＲ総持寺駅の開業が予定されています。 

多くの広域幹線軸が交差する交通の要衝にある茨木市は、北大阪地域の中核

都市として発展し、大阪市内まで電車で約 15 分、京都市内まで約 30 分と交通

の利便性は高く、通勤や買い物にも便利な生活しやすいまちとなっています。 

また、多くの市民が市内のみならず、市外（特に大阪市）でも文化芸術を楽

しんでいます。 

こうした状況をふまえ、茨木市では、京都・大阪にはない地域独自の文化を

大切にしながら、市民が郷土の文化芸術を楽しむことのできる場を守り、育て

ています。 
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第３章 文化振興に関する茨木市の取組 
 

茨木市では、これまでも市民と協力しながら、文化振興に積極的に取り組んでき

ました。 

第３章では、茨木市が実施してきたこれまでの文化振興の取り組みについて振り

返り、整理しています。 

 

１ 多彩な文化芸術イベントの実施 
 

茨木市においては、茨木市や公益財団法人茨木市文化振興財団によって、多

彩なジャンルの文化芸術関連イベントが開催されイベントを通じて、多くの市

民が文化芸術とふれあえる接点をつくっています。 

また、イベントを主催するだけでなく、さまざまな市民文化芸術団体が活動

の成果を発表する場を提供するなど、市民の文化芸術活動を支援しています。 
 

【多彩な文化芸術イベント】 
  

・茨木市教育文化月間における多種多様な文化的な取組 

・昭和 25 年（1950 年）から続く長い歴史を誇る茨木市美術展や生花展、写真展、現

代美術展などさまざまな展覧会の開催 

・茨木市吹奏楽団定期演奏会、新人演奏会、茨木市少年少女合唱団定期演奏会、邦楽

名演会などの音楽演奏会の開催 

・和太鼓ビエンナーレ、茨木音楽祭、鼓動初めなどの開催 

・若手芸術家育成事業 HUB-IBARAKI ART COMPETITION の実施 など 
 

 

（市吹奏楽団）  
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２ 次世代を担う若者の積極的な育成 

茨木市では、市民自らがさまざまな文化芸術活動に取り組んでおり、定期的

な公演や大会などに参加するなど、高い水準の文化芸術活動を行っている団体

も見られます。 

こうした盛んな市民の文化芸術活動が今後も続いていくよう、茨木市では次

世代の文化芸術の担い手となる若者の積極的な育成に取り組んでいます。 

具体的には、演奏家・美術家の登竜門として位置付けられる新人演奏会や現

代美術展の開催、若手芸術家の発掘・育成のためのコンテストの開催、生花展

でのジュニア部門の開設、川端康成をテーマとした俳句コンクールでの小・中

学生部門の開設、漫画文化に焦点を当てた企画展の開催など、若年層向けの文

化芸術事業の充実に努めています。 

 

 （茨木市若手芸術家育成事業） 

 

（少年少女合唱団）  
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３ 市民文化芸術団体との協働 

 

茨木市には、多種多様な分野にお

いて活発に活動する、市民文化芸術

団体が多数存在しています。 

茨木市では、市が主催する文化芸

術事業の運営委託、文化芸術イベン

トの共催などを通じて、市民文化芸

術団体と密接に連携しながら共に

茨木市の文化振興に努めています。 

                     （茶華道展） 

例えば、 戦後間もなく、美術に親しむ余裕すら感じられない昭和25年（1950

年）にはじまり、現在も続く茨木市美術展は開催当初より、市民中心の団体で

ある茨木美術協会と茨木市の共催により運営され、その歴史と質の高さから近

隣市にはない５大紙からの寄託賞を設けるなど、レベルの高い市展覧会として

評価を得ています。 

また、昭和 43 年（1968 年）の茨木市美術展で前衛的な作品を対象とする「Ｂ

部門」として始まり、昭和 45 年（1970 年）から茨木現代美術の会と茨木市の

協働で開催している現代美術展は、世界的に活躍する現代美術作家を輩出する

など、若手芸術家の登竜門として、その歴史を重ねています。 

 

 

（茨木市美術展） 
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４ 文化施設等の整備による活動支援 

 

茨木市内には文化芸術活動を行うことができる「場」として、市民会館や公

民館などの文化施設等が数多くあり、吹奏楽や合唱などの音楽活動から、絵画、

書道、写真、デザイン、彫刻、陶芸などの美術作品創作の活動まで、市民の活

発な文化芸術活動を支えています。 

しかしながら、市民の利用は活発ではあるものの、最も代表的な施設である

市民会館は、築後 45 年が経過し、設備の後進性やバリアフリーへの未対応の

他、音響等多様化する市民のニーズに応えきれていない状況が続いています。   

こうした状況に対応するため、市内のホールの持つそれぞれの特性を含めた

検討を行うなど、市民会館に替わる新しい施設の建設基本構想策定に向けて、

準備を進めています。 

 

【市内ホール一覧】 

 

※立命館大学大阪いばらきキャンパス＜平成 27 年（2015 年）４月開設＞ 

 

市民会館
（大ホール1,003席,
ドリームホール200席）

福祉文化会館
(文化ホール347席)

市民総合センター
（センターホール429席,
多目的ホール165席）

生涯学習センターきらめき

（きらめきホール478席）

男女共生センター
（ワムホール182席）

立命館大学市民開放施設※

（ホール1,000席）



 

15 

【茨木市の主な文化施設等】 

 
 

NO 施設名 概要 

※１ 

キリシタン遺物史料館 千提寺・下音羽に伝わった、およそ 400 年前の「マ

リア十五玄義図」や「天使讃仰図」など、隠れキリ

シタンの遺物を展示。 

※２ 

郡山宿本陣 

（椿の本陣） 

江戸時代、西国大名が参勤交代のときに宿泊や休憩

に利用した西国街道沿いの本陣。当時の佇まいが残

り、母屋や米蔵に多くの資料を展示。 

※３ 

富士正晴記念館 安威に住んでいた詩人・小説家の富士正晴が生前に

収集されていた文学資料や自作の絵画など約８万

点を収蔵、展示。 

※４ 
川端康成文学館 著書、遺品、書簡、原稿や墨書のほか、模型・写真・

初版本、ビデオなどゆかりの品を展示。 

※５ 

文化財資料館 市内に残る旧石器時代から近現代までの貴重な文

化財を収集し展示。特に発掘調査で発見された国の

重要文化財である銅鐸鋳型が有名。 

      

キリシタン遺物史料館※１

富士正晴記念館※３

市民会館
（ユーアイホール）

福祉文化会館
(オークシアター)

市民総合センター
（クリエイトセンター）

生涯学習センターきらめき

文化財資料館※５

川端康成文学館※４

男女共生センター
ローズWAM

立命館大学
市民開放施設

公民館　21館（分室含む）
コミュニティセンター　13館
いのち・愛・ゆめセンター　３館

中央図書館

上中条青少年センター

市立ギャラリー

郡山宿本陣

（椿の本陣）※２

天文観覧室

図書館分館４館
図書館分室８室

国道171号線

名神高速道路

JR京都線

阪急京都線
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第４章 文化振興ビジョンの理念とその取組の方向性 
 

本ビジョンは、茨木市において、地域の文化を大切にしながら、市民の誰もが

気軽に文化芸術を楽しむことができる機会を整え、「みんなの“楽しい”が見つかる

文化のまち」という将来像の実現に向けて取り組まれるものです。 

これは、誰もがみんな、文化芸術とふれ、感じ、つながることのできる文化の

まちであることを目指すものであり、忌み嫌われる存在として扱われることが多

い鬼、茨木童子であっても受容できる文化のまちの実現に向けて、茨木市はさま

ざまな取組を進めていきます。 

 

【茨木市文化振興ビジョンの理念を達成するための取組】 

 

（１）市民の自発的な文化芸術活動に対する支援
（２）市民と文化芸術をつなぐ人材の育成
（３）市内文化芸術団体間の連携の強化
（４）産学官の連携による文化芸術活動の活性化

１ 市民との協働による文化のまちづくり

（１）文化芸術の教育現場における活用
（２）文化芸術の担い手の育成

３ 未来へ向けた文化芸術の担い手の育成

（１）歴史・伝統資源の保存・継承
（２）川端康成ゆかりの地であることの周知
（３）姉妹都市等との文化交流

４ 郷土への愛着心の形成

（１）誰もが文化芸術とつながる環境づくり
（２）いつでも・どこでも文化芸術にふれられる環境づくり

２ 文化芸術とふれる・感じる・つながる「場」づくり

（１）茨木らしさを活かしたブランド形成・発信
（２）文化芸術を活かした誘客によるにぎわい創出

５ 文化のまちとしてのブランド形成
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１ 市民との協働による文化のまちづくり 

茨木市の文化は、市民一人ひとりが自由な文化芸術活動に取り組み、そうし

た活動が集まり、積み重ねられることによって、形成されていきます。 

茨木市は、文化芸術事業において市民との協働を推進していくとともに、市

民が自発的に取り組む文化芸術活動を積極的にサポートし、市民一人ひとりの

多様性・自主性を尊重しながら、市民、文化芸術団体、事業者や教育機関と行

政が一体となって、文化の活性化を図ります。 

 

【市民との協働による文化芸術活動の更なる活性化（イメージ）】 
 

 

 

（1）市民の自発的な文化芸術活動に対する支援 
 

市民が自ら積極的に多様な文化芸術活動を行うことは、市民の生活が豊かな

ものになるだけでなく、茨木市の都市としての魅力向上にもつながります。 

茨木市は、その活動を発表する場の提供、また、公募型補助金1の交付などを

通じて、市民の文化芸術活動を積極的に支援します。特に、市民の地域コミュ

ニティでの文化芸術活動を促進し、市民とともに文化芸術を活かした地域コミ

ュニティづくりに取り組んでいきます。  

                             
1 茨木市では「茨木市提案公募型公益活動支援事業」として、市民が展開する公益活動に対し補助金

を交付することによって、市民との協働による地域社会づくりを促進しています。同事業のテーマ設

定型事業の一つとして「文化芸術振興事業」を設定しており、市民の文化芸術に関する活動に対して

補助を交付しています。 

市民

教育機関

事業者
文化芸術
団体

協働

茨木市

連携

文化芸術活動の更なる活性化

きっかけづくり、
発表の場の提供、
人材育成など
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（2）市民と文化芸術をつなぐ人材の育成 
 

茨木市における文化芸術活動の実践に当たっての課題として、「市民文化芸術

団体の情報が少ない」ことや「一緒に活動に取り組む仲間や友人がいない」こ

とが市民から多く挙げられました。 

これらについては、広報・周知の不足なども考えられますが、市民と芸術家・

市民文化芸術団体をつなぎ、芸術への理解を促し、情報を発信する役割を果た

す人材がいないことがその主な背景として考えられます。 

茨木市では、こうした課題を踏まえ、様々なイベント等を通して、市民と文

化芸術をつなぎ、文化芸術における協働推進の核となる人材の育成を推進しま

す。また、市職員を含め、文化芸術に関わる人材の意識・能力向上を図ります。 

 

【文化芸術実践に当たっての課題（複数回答）】 

  

 

  

21.7%

13.3%

11.4%

10.9%

8.5%

7.6%

5.3%

2.7%

3.9%

40.4%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

文化芸術活動団体の情

報が少ない

創作や練習のための教

室・講習が少ない

稽古や練習ができる場

所がない

一緒に活動に取り組む

仲間や友人がいない

指導者が少ない

文化芸術施設の利用料

金が高い

展示や発表ができる場

所がない

子どもを預けるところが

ない

その他

特にない

無回答
(n=737)
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（3）市内文化芸術団体間の連携の強化 
 

茨木市には、さまざまな分野の市民文化芸術団体があり、その多くがそれぞ

れの文化芸術について熱心に活動しています。 

その一方、各団体はそれぞれ独自に活動しており、団体間のつながりはあま

りつくられていない現状にあります。 

こうした状況を改善するため、団体間が交流する機会を設け、お互いに刺激

を与えあい、企画・広報において協力し合うことの出来る関係づくりを促進し

ます。 

 

（4）産学官の連携による文化芸術活動の活性化 
 

茨木市では、市内外の大学等と包括的な連携協定を結び、地域社会の発展や

人材育成に共に取り組んでいくこととしています。 

今後の茨木市において、文化振興を考えていく際には、市内外の大学と積極

的に連携していくことにより、学生の新しい力や、若者が集まることによるコ

ミュニティを文化振興につなげていくことが重要になります。 

また、大学だけでなく、市内の小学校・中学校・高等学校とも連携し、次世

代の文化を担う若者と共に文化振興に取り組んでいく必要があります。 

さらに、地域経済の担い手である市内事業者や茨木商工会議所、茨木市観光

協会とも連携しながら、文化を産業に活用していく観点も必要になると考えら

れます。 

そこで、茨木市の文化振興について、事業者・学校・市といった産学官が一

緒になって考え、語る「場」を設け、つながりを強化するための機会をつくり

ます。 

 

 

  

施策イメージ 【１ 市民との協働による文化のまちづくり】 
 

 市と市民の連携による文化芸術を活用した地域社会課題解決型事業の実施 

 文化芸術に関する市民協働コーディネータ育成のための講座・ワークショップの

開催 

 市民文化芸術団体によるネットワーク（連絡会）の形成 

 学生による文化芸術活動の促進（学生向けコンテストの開催、学生向け活動補助

金の交付、学生と市民団体のマッチングなど） 
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２ 文化芸術とふれる・感じる・つながる「場」づくり 

市民の一人ひとりが文化を創造し、育成していく文化芸術活動の主役である

ことを踏まえて、すべての市民が「いつでも・どこでも・だれでも」文化芸術

とふれる・感じる・つながる「場」づくりを積極的に進めていきます。 

ソフト面では、文化芸術活動に現在取り組んでいる人だけでなく、関心はあ

ってもなかなか自分で取り組むことのできない人も含めて、気軽に文化芸術活

動に参加できる機会・きっかけを作り、よりたくさんの市民が文化芸術活動に

参加できるよう促します。 

ハード面では、市民が文化芸術活動を行う拠点となる文化芸術施設の計画的

な整備を進めるとともに、道路・公園などの都市基盤整備に当たっても、地域

の歴史や景観との調和に配慮します。 

 

（1）誰もが文化芸術とつながる環境づくり 
 

茨木市民は、文化振興において、「高齢者・障害者・外国人など誰もが文化芸

術を楽しむ機会がある」ことが重要だと認識していますが、「魅力的なイベン

ト・催し物が少ない」「イベント・催し物の情報が得にくい」といった声もあり、

まだ現状の満足度は高くありません。 

 

【文化振興の満足度－重要度】 

 

 

１．茨木市が「文化のまち」で

あるというブランドが形成され

ている
２．文化芸術イベントが充実し

ている

３．文化芸術施設が充実して

いる

４．景観形成に文化芸術が活

用されている

５．教育に文化芸術が活用さ

れている

６．市民の文化芸術活動が盛

んである

７．芸術家・クリエイターの育

成が進んでいる

８．文化芸術活動の指導者が

豊富にいる

９．文化産業の形成が進んで

いる

１０．伝統芸能・郷土文化が継

承されている

１１．高齢者・障がい者・外国

人など誰もが文化芸術を楽し

む機会がある

１２．文化芸術に係る国際交

流が盛んである

0.0 

9.3 

18.5 

30.0 42.5 55.1 
【重要度（％）】

【満
足
度
（
％
）
】
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こうした現状を改善するため、まずは高齢者や子育て世代、若者、障害者、

外国人など、それぞれの文化芸術に対するニーズを把握・分析し、ニーズに応

える施策・事業を行うことにより、市民誰もが、気軽に文化芸術につながる環

境を整えていきます。 

とりわけ、文化芸術事業の実施に当たっては、多言語への対応や内容の工夫

など、外国人や障害者の方も参加しやすいよう取り組むとともに、広報誌等に

よる広報活動の更なる工夫を加え、若者からの希望が高い SNS2の活用による

多様な媒体での情報発信の充実など、順次、取組を進めていきます。 

 

【希望する文化芸術情報の発信方法（年齢別）】 

 

 

（2）いつでも・どこでも文化芸術にふれられる環境づくり 
 

茨木市においては、さまざまな文化芸術事業が開催され、市内の文化芸術施

設等では多くの市民が文化芸術活動を行っています。 

その一方で、市民から「利用したい文化芸術施設が少ない」といった課題も

指摘されています。 

今後、文化芸術施設等における、多彩な文化芸術事業の開催を促進するとと

もに、市民会館の代替施設や、既存施設の有効活用・再整備を含め、文化芸術

活動に利用しやすい施設のあり方を検討し、計画的に整備を進めることで、ど

こでも文化芸術に取り組める環境を整えます。また、市内の文化芸術施設の機

能や設備、利用方法等に関して、積極的に周知・広報を行い、多くの市民の利

用を促進していきます。 

                             
2 ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略称。インターネット上の交流を通して、人と人の
つながりを形成するサービスのこと。 

 　

調

査
数

　

広

報
い

ば

ら
き

　

チ

ラ
シ

・

ポ
ス

タ
ー

　

市

・
関

連

団
体

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

　

T

w
i

t

t
e

r

・

f

a

c
e

b

o
o

k

　

新

聞
・

雑

誌

　

テ

レ
ビ

・

ラ
ジ

オ

　

そ

の
他

　

無

回
答

737 84.3 53.2 23.2 7.3 25.9 13.3 4.1 4.5

２０歳代 69 69.6 55.1 23.2 36.2 13.0 18.8 2.9 1.4
３０歳代 90 83.3 66.7 37.8 8.9 15.6 14.4 7.8 3.3

４０歳代 92 80.4 53.3 22.8 12.0 26.1 8.7 6.5 1.1

５０歳代 125 81.6 56.8 25.6 5.6 34.4 20.0 4.0 5.6
６０歳代 143 93.0 53.8 33.6 1.4 22.4 6.3 4.9 2.1

７０歳以上 192 88.5 44.8 9.9 0.5 31.8 12.0 1.6 6.8

（注）全体よりも10ポイント以上高い回答を網掛け白抜字、10ポイント以上低い回答を薄い網掛けとしている。

年

齢
別

全  体
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さらに、茨木らしい景観と新しい魅力を発信するよう、公共施設の整備に当

たっては、歴史や自然環境との調和、芸術性豊かな施設の計画など、その場の

環境にふさわしい整備を進めていきます。 

 

【文化芸術鑑賞に当たっての課題（複数回答）】 

 

 

 

 

  

49.7%

36.0%

30.0%

16.7%

9.9%

9.1%

8.8%

8.0%

6.0%

3.5%

3.1%

13.4%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

魅力的なイベント・催

し物が少ない

利用したい文化芸術

施設が少ない

イベント・催し物の情

報が得にくい

鑑賞する時間がない

一緒に鑑賞を楽しむ

仲間や友人がいない

文化芸術施設への交

通の便がよくない

鑑賞にかかる費用が

高い

文化芸術施設の設備

や雰囲気がよくない

チケットが手に入りに

くい

子どもを預けるところ

がない

その他

特にない

無回答
(n=737)

施策イメージ 【２ 文化芸術とふれる・感じる・つながる「場」づくり】 
 

 年代別・障害者・外国人など属性に応じた文化芸術に対するニーズの把握 

 誰もが利用しやすいユニバーサルデザインによる施設整備 

 市内既存施設の再整備の検討 

 茨木市の文化芸術活動に関する情報（施設、定例事業、市の支援など）の一元化

（市 HP などにわかりやすく整理・発信） 

 SNS を活用した文化芸術事業の情報発信 
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３ 未来へ向けた文化芸術の担い手の育成 

これまで継承してきた文化芸術活動に、子どもたちや若い世代が関心を持ち

参画していくために、広く啓発に努めるとともに、学校などの教育現場におい

ても、文化芸術活動の充実に取り組んでいきます。 

また、未来に向かって文化の芽を育んでいくために、文化芸術の担い手を育

成し、我がまちから優れた芸術家を輩出することを目指します。 

 

（1）文化芸術の教育現場における活用 
 

文化芸術には、子どもたちの感性を育み、心を豊かにするとともに、他者と

のコミュニケーションを活発にするといった働きがあります。 

そのため、茨木市では市内小学校・中学校との連携を図りつつ、子どもたち

が川端康成文学館や富士正晴記念館で作品に接したり、郡山宿本陣（椿の本陣）

や文化財資料館などの文化財を見学したり、地域のお祭りで和太鼓や盆踊りな

どの伝統文化を体験したりすることにより、文化芸術をより身近なものとして

感じ、理解を進めることができるよう取り組んでいきます。 

こうした取組に加えて、市内外の文化芸術団体とも連携しながら、学校教育

の現場で教育活動を通じて、子どもたちが文化芸術にふれる機会・きっかけづ

くりの拡充を図ります。また、市内の小学校・中学校・高校・大学とも連携し、

身近な同世代の活動を知る・見る機会を子どもたちに提供していきます。 

なお、小・中学生からは、「自分で文化的な活動をしたり、芸術作品をつくり

たい」といった声が多く、実践したい分野として音楽、アニメーション、映画

などが挙げられました。 

こうした子どもたちの声を踏まえて、茨木市では子どもたちの能動的な文化

芸術活動を支援していきます。 

 

（2）文化芸術の担い手の育成 
 

これまで継承してきた文化芸術に限らず、現代において生まれた多様性のあ

る文化芸術を含め、芸術家がその才能を発揮できる環境をつくり、市内の文化

芸術の振興を図るとともに、市外からも多くの芸術家が集まるまちを目指しま

す。 

そのために、若い芸術家が日頃の活動を発表できる機会を設け、次世代を担

う若手芸術家の活躍の場を広げるとともに、新しく先鋭的な文化芸術について
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も市民の理解や共感を得られるよう発表の機会の増大を促し、我がまちから優

れた芸術家を輩出することを目指します。 

 

 【今後授業で取り組んでみたい文化芸術活動・分野（複数回答）】 

  

 

 

 

27.0%

20.3%

19.7%

19.3%

2.5%

5.8%

5.5%

0% 20% 40%

自分で文化的な活動を

したり、芸術作品を作りたい

有名な作家や芸術家たちと

話してみたい

茨木市の歴史や文化などを

もっと知りたい

文化的な活動や芸術作品

などを鑑賞したい

茨木市で文化的な活動を

したり、芸術作品を作ったり

している人と話してみたい

その他

無回答

(n=970)

27.2%

24.3%

20.2%

19.4%

17.5%

16.0%

14.1%

13.9%

10.3%

4.8%

2.6%

27.6%

1.3%

0% 20% 40%

音楽

漫画・アニメーション

映画

美術

写真

演劇・舞踏・ダンス

生活文化

文学

芸能

伝統芸能

その他

特にない

無回答 (n=970)

施策イメージ 【３ 未来へ向けた文化芸術の担い手の育成】 
 

 学校における現場体験型の文化芸術学習の充実 

 市内の文化芸術団体と連携した学校での文化芸術活動の実践 

 市内の学校で活躍する部活動・児童・生徒による発表の場の充実 

 若手芸術家の作品を制作・発表する場の提供 
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４ 郷土への愛着心の形成 

文化は、人と人の間に絆を生み、互いを理解し尊重し合う意識の土壌を作り、

人々の生活を豊かにするものです。 

その中でも、地域に根ざした郷土文化や歴史に親しむことは、市民の茨木に

対する誇りや地域への愛着心の形成につながります。また、特色ある郷土文化

の存在は、市民の心のよりどころとしても機能します。 

将来、茨木市に暮らす人々が、今と同じように郷土の文化や歴史にふれるこ

とができるよう、地域に点在する歴史資源・文化資源を保存・継承し、“茨木ら

しい”郷土文化を守り、育て、受け継いでいきます。 

 

（1）歴史・伝統資源の保存・継承 
 

茨木市には、銅鐸鋳型やキリシタン遺物などの文化財や、茨木童子など古く

から伝わる物語、浄瑠璃音頭などの民俗芸能など、豊かな歴史・伝統資源が豊

富に残されています。 

こうした歴史・伝統資源はまちの大きな魅力の一つであり、長い時間を経て

積み重ねられてきた、“茨木らしさ”を形成する大切な資源と言えます。 

先人から引き継いできたこうした資源を今後も大切に保存・継承することで、

“茨木らしさ”を大切にする気持ち、茨木市に対する愛着を育みます。 

 

（2）川端康成ゆかりの地であることの周知 
 

川端康成と茨木市のゆかりを広く市内外に広めていくとともに、川端康成文

学館における小・中学生を対象とした夏休みの企画展やテーマ展示などを通じ

て、茨木市における文化の特色として周知していきます。 

市民には、茨木市が川端康成ゆかりの地であることはすでに広く知られてお

り、また、川端作品を読んだことのある市民も７割に上ります。 

一方、茨木市が川端康成ゆかりの地であることを知らない小・中学生は、そ

の６割強におよび、川端作品を読んだことがある小・中学生は１割に満たない

状況です。 

こうした現状を改善するためにも、学校教育の現場で川端康成の生い立ちな

どを学び、作品にふれることにより、次世代に川端康成とゆかりの深いまちで

あることを継承していきます。 
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【茨木市が川端康成のゆかりの地であることの認知度（左：市民、右：小・中学生）】 

 

 

【川端作品の読書経験（左：市民、右：小・中学生）】 

 

 

（3）姉妹都市等との文化交流 
 

茨木市は、国外では平成 25 年（2013 年）11 月に大分県竹田市と歴史文化

姉妹都市の提携を行いました。竹田市とは、茨木城主中川清秀公の次男が竹田

市の礎となる岡藩城主になったこと、また、キリシタン遺跡が多く残されてい

ること、川端康成の作品の舞台になったことなど、さまざまな歴史や文化に関

する縁があり、これらに因む交流を進めていきます。また、小豆島町などの他

の姉妹都市とも「書」や「絵画」等の文化的な交流を続けていくことにより、

改めてふるさと茨木を見直す機会を作っていきます。 

 

知っていた
88.2%

知らなかった
8.1%

無回答
3.7%

(n=737)

知っていた
33.8%

知らなかった
66.0%

無回答
0.2%

(n=970)

読んだことがあ

る
70.4%

読んだことがな

い
25.5%

無回答
4.1%

(n=737)

読んだことが

ある

7.1%

読んだことが

ない

92.5%

無回答
0.4%

(n=970)
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５ 文化のまちとしてのブランド形成 

文化のまちとしてのブランドを形成することは、市民のまちに対する誇りや

愛着に影響するとともに、市外の人々から茨木市を認知してもらうきっかけに

もつながります。 

茨木市では、これまでに掲げた４つの理念に基づき、本ビジョンを推進する

ことによって、「みんなの“楽しい”が見つかる文化のまち」としてのブランド形

成を進めます。 

 

（1）茨木らしさを活かしたブランド形成・発信 
 

茨木市が持つ文化資源を改めて整理することによって、茨木の特性を活かし

た茨木ブランドを形成し、そのブランドを市外に積極的に発信することにより、

更にそのブランド価値を高める好循環をつくります。 

ブランド形成に当たっては、市民にも親しまれている茨木童子の伝説や、茨

木市にゆかりがあり、茨木市名誉市民である川端康成の功績や、歴史遺産など

をふまえ、「いばらき童子のまち」、「川端康成のまち」、「キリシタン遺産のまち」

などのテーマを設定し、知名度向上を図るなど、文化資源のブランド形成に努

めます。 

また、姉妹都市・友好都市関係を結んでいるミネアポリス市（アメリカ・ミ

ネソタ州）、安慶市（中国・安徽省）、小豆島町（香川県）、竹田市（大分県）と

連携し、互いの文化資源について学び合いながら、文化芸術交流を推進してい

きます。 
 

  

施策イメージ 【４ 郷土への愛着心の形成】 
 

 茨木市の歴史・伝統資源について学ぶ市民向け歴史ウォークの開催 

 学校教育における川端康成作品の活用 

 川端康成をテーマとしたコンテストの開催 

 姉妹都市と互いの文化資源を学ぶためのツアーの実施 
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【ブランドの形成・発信のサイクル】 
 

  

（2）文化芸術を活かした誘客によるにぎわい創出 
 

茨木市の文化芸術の魅力は、市民だけにとどまらず、市外の方にも伝えるこ

とで誘客が期待されます。 

そこで、茨木市の文化芸術を活用し、市内外の人々が交流できる取組への支

援など、これまで以上に魅力的で新たな事業を企画・実施するとともに、茨木

市の他の施策との連動により、更なるにぎわいを生み出します。 

また、すでに茨木童子と狂言を融合させ、茨木の魅力づくりにつなげている

取組がありますが、このようにブランド形成・発信で設定されたテーマとも連

動した文化芸術の創出を促し、にぎわいづくりにつなげていきます。 

 

 

「みんなの"楽しい"が
見つかる文化のまち」
ブランド形成・発信

サイクル

文化資源の
整理

ブランド
形成

市外発信

ブランド
価値UP!
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施策イメージ 【５ 文化のまちとしてのブランド形成】 
 

 茨木市の歴史・伝統・文化資源の整理及びその編集・発信 

 海外の姉妹都市・友好都市との連携による国際的な文化事業の実施 

 川端康成を活かした「川端のまち」づくり 

 文化芸術や茨木童子の伝説を活かした観光ツアーの実施 

 茨木童子とさまざまな分野の文化芸術とのコラボレーション事業の実施 
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第５章 文化振興（ビジョン）の推進に向けて 

本ビジョンは、第４章に掲げる理念とその取組の方向性について、市民や文化

芸術団体、大学等教育機関、事業者、茨木市文化振興財団、茨木市観光協会と市

がそれぞれの立場において役割を担い、協働・連携することにより、その推進・

実現を図ります。 

 

１ ビジョンの推進に向けた体制 

（1）協働・連携体制 
 

推進体制としては、市民や文化芸術団体により構成される「（仮称）茨木市文

化芸術推進市民会議」により、市の文化振興施策を把握、理解し、実施する文

化事業等について検討する市民会議を組織するとともに、学識経験者等を含め

た文化振興に係る計画・施策について審議、評価する「茨木市文化振興施策推

進委員会」を設置し、これら２つの委員会を柱として、ビジョンを実効的に推

進していきます。 

 

【推進体制（イメージ図）】 

 

  

市民

教育機関

事業者

茨
木
市
文
化
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進

文化芸術
団体

（仮称）茨木市文化芸術推進市民会議

茨木市

茨木市文化振興施策推進委員会

茨木市
文化振興財団

茨木市
観光協会



 

31 

【各主体に期待される役割・動き】 
 

主体 役割・動き 

市民 文化芸術活動の主役として、一人ひとりが文化芸術に触れ、楽しみ、参加

し、実践してくことが期待されます。 

また、市民と茨木市との協働により、市民とともに文化芸術を活かした地

域コミュニティづくりの担い手としての役割が期待されます。 

文化芸術団体 文化芸術活動に取り組み、その活動内容を市内外に発信することで、市民

の文化芸術への関心を高めるとともに、市外に茨木市の文化を発信してい

くことが期待されます。 

事業者 文化芸術にご理解いただき、文化芸術を支援していくとともに、文化芸術

をビジネスに活用する方策を検討していくことが期待されます。 

教育機関 幼稚園、保育所、小学校、中学校、高等学校では、子どもたちが文化芸術

にふれ、楽しむきっかけづくりを提供し、子どもたちの文化芸術の創造を

支援することが期待されます。 

大学は、市民が文化芸術について学ぶことのできる講座を提供するととも

に、学生に地域の文化芸術に積極的に参加するよう促していくことなどが

期待されます。 

茨木市 

（文化振興財団、

観光協会など) 

茨木市は、各主体の活動を積極的に支援していくとともに、茨木市文化振

興財団と連携しながら、幅広く文化芸術を楽しむ「場」づくりを進めてい

きます。また、茨木市の文化振興の方向性を定め、その施策を推進すると

ともに、茨木市観光協会と連携をとりながら、市外に茨木の文化を発信し、

文化的なまちであることのブランド形成を図ります。 
 

 

（2）庁内体制 
 

文化振興施策を総合的に進めるため、平成 25 年度（2013 年度）の機構改革

において、これまで教育委員会が所管していた文化振興部門を、教育委員会か

ら市長部局に一元化し、教育、福祉、都市政策、産業などの部門と協力連携し、

更なる全市的な文化振興施策を展開していきます。 

具体的な庁内の体制としては、茨木市政策推進会議設置規則の「茨木市政策

推進会議」における協議・検討を通じて、部局横断的な情報共有・事業連携を

進めるとともに、職員研修等により、文化振興ビジョンの周知・啓発に努め、

文化芸術活動への参加を促進するなど、その推進・実現を図ります。 

また、市のさまざまな施策が本ビジョンの基本理念と合致しているかを施策

評価により検証し、必要に応じて見直しを図りながら、進めていきます。 
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【庁内体制（イメージ図）】 

 

 

 

２ 条例・計画等の策定 

本ビジョンの推進に向けた具体的な取組として、文化振興に関する条例制定

の必要性や効果等の調査、研究を進めるとともに、総合計画の実施計画におい

て文化振興の推進に向けた事業を立案、計画します。 

 

以上 

茨木市政策推進会議

庁議

調整会議

総括部会

文化・生涯学
習専門部会


